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 精 製 された蛋 白が 術類を含 有 し,そ の存 在は各種 蛋白に普遍flLJであっ て蟹類 を含有 しないの

は,む しろ例 外的 蛋白 と見倣 し得 る事 は,蛋 自化學 に於 て常識的 虫二實 とアLPつて ゐ る.蛋 自分f

内 に於 ける糖類 の存在様式 として「結合せ る」HJこ態 にある事 も近年認 め られて來 た事費 であ る.

蛋 自の非 ア ミノ酸 系成分 を構成 する物質 に,糖 以 外の物 質が存在す る事 は必 す し も不可能でな

い と思 われ る.蛋 白の如 き互 大分 子で生 命現 象 と密接な關連 があ り,車 大 な役割を演す る化Cぴ

物 実團 が基 本的構成 閃子 にせ よ,叉 新 陳代 謝 の生産物 にせ よ,官 能基 をイゴす る何等 かの 化イヤ物

を含有 す る可能 凶三は猜 考慮の簸地 あ りとJLI、われる.こ の見地 に立 つて著者等 は その 一つ として

carbony1化 合 物 を と!}.Lげ た ので あ る.蛋 自の加水分解液rIIにcarbon .yl化 径物 を澄明 し,

共 等が蛋 ド1の基礎 了り構i成因子 の一員 であるか,或 ぱ介在物 であ るか.共 等の事 に關 して知見 を

得 たい口的 を以 て この實験 を開始 した.

 蛋k加 水 分解物 中にearl)onyl化 合物 を誰 明 した例はZeileの 簡 軍 な報告が見 られ るだけで

あ る.Zeileは 牛 の肺,心 臓 その他癌腫,腫 腸等の加水分解物 について低級 力"ボ ニル化合物

の存在 を誰 明 して い るが,取 上げて ゐる蛋 白は特 殊な蛋 白に鵬 し,一 般"樋 の蛋 白 に つ い て

earbonyl化 合 物が誰 明 され た例'2文 献 に見當 らない.

 著 者 等 は手近か にあ る蛋 白の 一つ として卵白アルブ ミンについて實 験を行 つた.卵 自アルブ

ミンを盤酸 を用 いて加ノk分解 を行い,次 で71く蒸 氣蒸溜 に附 して溜 出液 についてcarbollyl化 合

物 の槍 索 を行つ た.加 水 分解液 中のearl'onyl化 合 賜は殆 ん ど全部水蒸氣蒸溜 によつて捕 集 さ

れ る. Ciurl)ony1化 合 物撒7認の)L法 と しては2.4-dinitrol)henylhydrazineをJIJい,得 られ

たhydrξ 伽 ・1eの混 合物 か ら分別 結晶に よつて軍離 した結晶 につ いて同定確 認 した.低 級Cal-

1}onyl化 合 物 の2.4-dinitrophenylhy(1]a70neの 徹lil8は融 黒lliのみ では 不充分 で, DebycSchじ

rrer Diagram等 を1/1・用 しなければ充分 とは言 えないのであるが,著 者等は分別結晶法 によつ

て 再結 を重ね融黙 の恒 定 した結晶 について確 認を行つた. 、

 卵 白アルブ ミン50gに5%盤 酸200ccを 加 え38時 悶煮 沸 し加水分解 を行 う.加 水分解液 は

50分 間 水蒸氣蒸溜 に附 ず.溜 出液は氷1合した受器 に受け,蒸 溜 完了後 工一テルを加 えて分液 す

る・爾液 に夫 々2.4-dinitroPhenylhydi・nziileの2n llC1溶1夜 を加 え る・水層か らは析出 す

る沈澱 を集 め,エ ーテル暦 か らはエ'テ ルを蒸散 した後沈澱 を集 め,そ の各 々について分別結

晶 を行 つた.
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 水 暦か ら得 られ る2.4-rlh1;troPhellylhy111・azolleは0.51;で あ る.之 をエタ ノr一ル及 び メタ

ノール を用いて7回il∫ 結 を行 つた.難 溶部か ら1婦 蝿ll 157～15S.・ ⊃黄燈 色の結llillを得 る.こ の

結晶 は別 に調 製 した 乞しcet乞Lldehydeの2.4--dinitrol)hen)'1hydrazone(融 鮎1580)と 混融 して

融 貼の降下 を認 めない.

 難 溶 部か ら易溶 部に移 るに從 つて黄楼～赤燈 色の結品が得 られ るが,共 等 の酉蝿llは恒 定 する

に至 らな い.易 溶部か 温 よ暗褐 色の油厭物少量 を'得る.之 は種 々の黙か らエーテル暦か ら得 ら

れ る沈澱 の難溶部 と同一物 質 と推定 され るので雨者 を合 して 再結 を重ね だ.

 エー テル贋 か らは黒 色の油状物 と黄 赤色α)沈澱少量 ≧得 る.油 状物 か ら再結 を繰返 して融 鮎

19G。の結 晶少量 を得 るが,量 の1善1,J係で この以上融鮎を高 め るに至 らない.こO
,結品 は レブ リン

酸 のhydrazOIleで あ る と推 定 される.卵 白アルブ ミンは1.7%のIllallllOSeを 含有 す るが,

上 記の レブ リン酸 はこ のmam10seに 山 宋す ると見 るべ きであ る.     '

 低級carhony1化 合'物の2.4-diniti・()phellyユhydrazolleの 中 ピルビ ン酸 の hydrazoneは

alec)holie K〈)Hに よつ て特 イ∫の呈色反 慮を呈 し,こ の方法 に よつ て ピル ビ ン酸 の定量 も行 は

れてゐるが,詳 細 に楡討 してみ ると同様 の1蓋色反慮 が こLcet艮ldehy～iu, fり1・maldehy(iL'のh)・dr

azoneに も現 われ る事 を知 つたの で,別 に加水分解液 につ いて直接Na-nitrol)vussideと ア ン

モ ニアによるピル ビン酸 自艦 に特有 な呈 色反憲 によつて その存 在を推定 し得 たが,そ のhydr-

aZOneの 箪 離 には成 功 しなかつた.
       づ

 以 上 の 實 瞼 結 果 に よ1),卵1'iア ル ブ ミ ンの 加 水 分 解 液 中1二aeutaldehyd〔 ・の 存 在 を 誰 明 し,

1evulinic aeidの 存rliは 確 實 で あ り, pyrllvic acidに つ い て は そ の 存rl三が 推 定 さ れ る.:tee-

tone, proPionalde】 】yd(・, fOi'm:ildel}y(lc辱};1よ イr呑三力㍉叢呂め ら 渚しな カ》つt=・

'猫

,蛋1'1中 のthrenine, serille等 を 定 旦 す る方 法 と し て,加 水 分 解 液 を1}q・io(lie acidに

よつ て 酸 化 し 生 す・るacetaldehyde, formaldehydeを'定 量 す る 方 法 に つ い て は 一 考 を 要 す る も

の と思 わ れ る.

      除 虫 菊 こ 合 成 藥 捌 の 混 用 に 關 す ろ 研 究  一

  第1報 防 疫 用 除 虫菊 石 油 乳剤 に 封 す るD.D.T.の 加 用 に つ い て

         中島 有 吉 ・長 澤 純 夫 ・岩 田 恕 一

         村 澤  勇 ・松 田 順 治 ・大 野  稔

 防疫用除鐡菊石油乳剤、よ聯'含軍進駐以来その指示にlll諮厚生省が行つている防疫f一段の一一つ

で,之 を電卓,汽 車,塵 溜,水 溜等に撒布し,惇染病媒介の原囚たる蜥,風,蚊 並びにそれらの

幼錨騙除に貢献しているものである。
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